
(57)【要約】
【解決手段】  上り回線用タイムスイッチ１と制御部３
の間に、高速タイムスイッチコントローラ４を備える。
この高速タイムスイッチコントローラ４は、内部に、呼
接続動作シーケンスに必要な情報を格納してあるメモリ
Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３と、呼接続動作シーケンスをハードウ
ェア主体に進めるコントローラＣＴＬ４３を備え、この
コントローラＣＴＬ４３が、制御部３の制御のもとにメ
モリＭ１、Ｍ２、Ｍ３に格納されている情報によって呼
接続動作シーケンスを進める。
【効果】  呼接続動作シーケンスに要する接続遅延時間
を大幅に短縮できる。その結果制御部３への高速化要求
が緩和される。



【特許請求の範囲】
【請求項１】  入力ハイウェイ中の各タイムスロットに
出力ハイウェイ中のいずれかのタイムスロットを選択し
て割り当てることにより、時分割多重された情報を通話
路切替するタイムスイッチと、
このタイムスイッチを制御する制御部と、
加入者ごとの状態情報を格納した第１のメモリと、
全ての加入者に割り当てられたハイウェイのタイムスロ
ットを表示する第２のメモリと、
加入者が呼接続制御シーケンスを実行中に、加入者の状
態に応じて送出されるべき音源が割り当てられたタイム
スロットを加入者の状態情報に対応させて格納した第３
のメモリと、
前記第１のメモリに格納された内容と前記第２のメモリ
に格納された内容とを一定の周期で読み出し、第１のメ
モリから読み出された前記状態情報を使用して前記第１
のメモリから読み出された前記状態情報を使用して前記
第２のメモリをアクセスし、当該状態情報に対応する音
源が割り当てられたタイムスロットを求め、この音源の
タイムスロットと、前記第２のメモリから読み出した各
加入者のタイムスロットとを、前記制御部に通知する高
速タイムスイッチコントローラを備えたことを特徴とす
るディジタル交換機の通話路切替装置。
【請求項２】  請求項１に記載のディジタル交換機の通
話路切替装置において、
制御部は、呼接続動作中に発生する一連のイベント毎に
遷移する、加入者の状態情報を収集して、
第１のメモリを書き替えることを特徴とするディジタル
交換機の通話路切替装置。
【請求項３】  請求項１に記載のディジタル交換機の通
話路切替装置において、
制御部は、呼接続動作中に発生する一連のイベント毎に
遷移する、加入者の状態情報を収集して、
第１のメモリの内容を、処理ユニット単位で書き替え、
この処理ユニットには、複数の加入者の状態情報が含ま
れることを特徴とするディジタル交換機の通話路切替装
置。
【請求項４】  請求項１に記載のディジタル交換機の通
話路切替装置において、
高速タイムスイッチコントローラは、
第１のメモリと第２のメモリのアドレスを自動的に発生
させて、第１のメモリから読み出されたデータを第３の
メモリのアドレスに供給して、
自動的に加入者の状態情報に対応する音源が割り当てら
れたタイムスロットと、各加入者のタイムスロットとを
制御部に出力するハードウェアにより構成されたことを
特徴とするディジタル交換機の通話路切替装置。
【請求項５】  請求項１に記載のディジタル交換機の通
話路切替装置において、
第２のメモリは、加入者番号により特定されるアドレス

に、その加入者に割り当てられた上りハイウェイと下り
ハイウェイのタイムスロットを格納し、
第３のメモリは、加入者番号と状態情報とにより特定さ
れるアドレスに、状態情報に対応する音源のタイムスロ
ットを格納したことを特徴とするディジタル交換機の通
話路切替装置。
【請求項６】  請求項１に記載のディジタル交換機の通
話路切替装置において、
第３のメモリは、加入者番号と状態情報とにより特定さ
れるアドレスに、状態情報に対応する音源のタイムスロ
ットと、オフトーク通信用の音声データのタイムスロッ
トとを格納したことを特徴とするディジタル交換機の通
話路切替装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ディジタル交換機
における通話路切替装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来のディジタル交換機における通話路
切替は、以下のようにして行われていた。通話路切替装
置内部に備えられている加入者監視メモリを加入者監視
プログラムが一定周期毎に読み取り、これを前周期に読
み取った結果と比較して差異があれば、発呼とみなし、
その差を解読する。その結果に基づいて、呼接続動作が
開始される。
【０００３】呼接続中には、フックオフがあったときダ
イヤルトーンを返す、ダイヤルされた後呼出し音を返
す、話中ならば話中音を返す、というように、発生する
一連のイベント毎に状態遷移が繰り返される。この状態
遷移を伴う呼接続制御のことを呼接続動作のシーケンス
制御という。
【０００４】ダイヤルトーンや呼出音、あるいは話中音
等の音声情報の音源は、ディジタル交換機のタイムスイ
ッチに接続されている。ディジタル交換機のタイムスイ
ッチは、加入者端末の状態に応じた音源を選択して、加
入者端末に割り当てられたタイムスロットに接続する。
呼接続動作中の加入者毎の動作状態や、各加入者に割り
当てられたタイムスロット等の情報は、制御メモリに書
き込まれている。加入者端末の状態が変更される毎に、
制御メモリの内容が書き替えられる。この制御メモリの
書き替えやタイムスイッチによる通話路切替制御は、交
換機内部に備えるＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ  Ｐｒｏｃｅ
ｓｓｉｎｇ  Ｕｎｉｔ）によって、所定の制御用プログ
ラムを実行することによって処理される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】ところで、上記のよう
な従来の技術には、以下に記すような解決すべき課題が
残されていた。
１．通話切替に必要な、制御メモリの書き替えは、各タ
イムスロット毎に、かつ、呼接続動作シーケンス毎に行
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わなければならない。従って、呼接続要求が集中する
と、制御メモリの書き替え量と書き替え回数は膨大にな
り、ＣＰＵの負荷が大きく、トラフィックの増大によ
り、通話路切替に要する接続遅延時間が大きくなる。こ
の問題を解決するために、ソフト処理の高速化を図ろう
とすれば装置のコストアップに繋がる。
【０００６】２．また、日本電信電話（株）が行ってい
るサービスの一つにオフトーク通信サービスというもの
がある。このサービスは、電話回線の空き時間を利用し
て、加入者端末に対して災害情報等の音声放送を送り込
むサービスである。このオフトーク通信サービスも、タ
イムスイッチにより音声放送の音源を接続するから、通
話路切替操作が伴う。この場合には、状態遷移の制御が
更に複雑になるから、よりいっそうの処理の高速化が要
求される。その結果、装置がさらに高価になり、サービ
スのコストアップに繋がっていた。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明は、以上の点を解
決するために、次の構成を採用する。
〈構成１〉入力ハイウェイ中の各タイムスロットに出力
ハイウェイ中のいずれかのタイムスロットを選択して割
り当てることにより、時分割多重された情報を通話路切
替するタイムスイッチと、このタイムスイッチを制御す
る制御部と、加入者ごとの状態情報を格納した第１のメ
モリと、全ての加入者に割り当てられたハイウェイのタ
イムスロットを表示する第２のメモリと、加入者が呼接
続制御シーケンスを実行中に、加入者の状態に応じて送
出されるべき音源が割り当てられたタイムスロットを加
入者の状態情報に対応させて格納した第３のメモリと、
上記第１のメモリに格納された内容と上記第２のメモリ
に格納された内容とを一定の周期で読み出し、第１のメ
モリから読み出された上記状態情報を使用して上記第１
のメモリから読み出された上記状態情報を使用して上記
第２のメモリをアクセスし、当該状態情報に対応する音
源が割り当てられたタイムスロットを求め、この音源の
タイムスロットと、上記第２のメモリから読み出した各
加入者のタイムスロットとを、上記制御部に通知する高
速タイムスイッチコントローラを備えたことを特徴とす
るディジタル交換機の通話路切替装置。
【０００８】〈構成２〉構成１に記載のディジタル交換
機の通話路切替装置において、制御部は、呼接続動作中
に発生する一連のイベント毎に遷移する、加入者の状態
情報を収集して、第１のメモリを書き替えることを特徴
とするディジタル交換機の通話路切替装置。
【０００９】〈構成３〉構成１に記載のディジタル交換
機の通話路切替装置において、制御部は、呼接続動作中
に発生する一連のイベント毎に遷移する、加入者の状態
情報を収集して、第１のメモリの内容を、処理ユニット
単位で書き替え、この処理ユニットには、複数の加入者
の状態情報が含まれることを特徴とするディジタル交換

機の通話路切替装置。
【００１０】〈構成４〉構成１に記載のディジタル交換
機の通話路切替装置において、高速タイムスイッチコン
トローラは、第１のメモリと第２のメモリのアドレスを
自動的に発生させて、第１のメモリから読み出されたデ
ータを第３のメモリのアドレスに供給して、自動的に加
入者の状態情報に対応する音源が割り当てられたタイム
スロットと、各加入者のタイムスロットとを制御部に出
力するハードウェアにより構成されたことを特徴とする
ディジタル交換機の通話路切替装置。
【００１１】〈構成５〉構成１に記載のディジタル交換
機の通話路切替装置において、第２のメモリは、加入者
番号により特定されるアドレスに、その加入者に割り当
てられた上りハイウェイと下りハイウェイのタイムスロ
ットを格納し、第３のメモリは、加入者番号と状態情報
とにより特定されるアドレスに、状態情報に対応する音
源のタイムスロットを格納したことを特徴とするディジ
タル交換機の通話路切替装置。
【００１２】〈構成６〉構成１に記載のディジタル交換
機の通話路切替装置において、第３のメモリは、加入者
番号と状態情報とにより特定されるアドレスに、状態情
報に対応する音源のタイムスロットと、オフトーク通信
用の音声データのタイムスロットとを格納したことを特
徴とするディジタル交換機の通話路切替装置。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、本発明を図示の実施の形態
について詳細に説明する。
〈具体例１の構成〉図１は、具体例１による通話路切替
装置のブロック図である。図より、具体例１による通話
路切替装置は、上り回線用タイムスイッチ１と、下り回
線用タイムスイッチ２と、制御部３と、高速タイムスイ
ッチコントローラ４を備える。上り回線用タイムスイッ
チ１は、上り回線接続を切り替えるスイッチであり、上
り通話メモリＳＰＭ１１と上り書き込み制御メモリＳＣ
Ｍ１２を備える。
【００１４】上り通話メモリＳＰＭ１１は、上りハイウ
ェイ入力Ｆｉｎ７～０を介して加入者から受け入れた音
声情報を上り書き込み制御メモリ１２が指定するアドレ
スに一時的に格納しておくメモリである。その記憶容量
は、上り回線用タイムスイッチ１を入出力するチャネル
の総数分確保されている。以後このチャネルをタイムス
ロットＴＳ（Ｔｉｍｅ  Ｓｌｏｔ）と記す。このタイム
スロットＴＳは、１加入者毎に１個ずつ割り当てられ
る。
【００１５】上り書き込み制御メモリ１２は、高速タイ
ムスイッチコントローラ４の指示に基づいて、音声情報
を一時的に格納するアドレスを、上り通話メモリＳＰＭ
１１に、指定するメモリである。この音声情報は、図示
していない読み出しカウンタによってアドレス順に読み
出されて上りハイウェイ出力Ｆｏｕｔ３～０を介してネ
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ットワークに送出される。
【００１６】下り回線用タイムスイッチ２は、下り回線
接続を切り替えるスイッチであり、下り通話メモリＳＰ
Ｍ２１と下り書き込み制御メモリＳＣＭ２２を備える。
下り通話メモリＳＰＭ２１は、下りハイウェイＢｉｎ３
～０を介してネットワークから受け入れた音声情報と、
トーンハイウェイＴｉｎを介して受け入れた固定音源を
下り書き込み制御メモリＳＣＭ２２が指定するアドレス
に一時的に格納しておくメモリである。ここで固定音源
とは、通話の起動シーケンス及び終了シーケンスにおい
て使用される発信音、呼出音等を指している。
【００１７】上記メモリの記憶容量は、下り回線用タイ
ムスイッチ２を入出力するチャネルの総数分確保されて
いる。下り書き込み制御メモリＳＣＭ２２は、高速タイ
ムスイッチコントローラ４の指示に基づいて、音声情報
を一時的に格納するアドレスを、下り通話メモリＳＣＭ
２１に、指定するメモリである。この音声情報は、図示
していない読み出しカウンタによってアドレス順に読み
出されて下りハイウェイ出力Ｂｏｕｔ７～０を介して加
入者に送出される。
【００１８】図２は、各ハイウェイ上のフレーム構成図
である。（ａ）は、上りハイウェイのフレーム構成であ
り、（ｂ）は、下りハイウェイのフレーム構成である。
各ハイウェイとも８ＫＨｚ繰り返しのフレーム構成をと
っている。１フレームは、５１２個のＴＬによって構成
され、１個のＴＬには、８ビットの情報が収容されてい
る。つまり１フレームは、４０９６ビットの情報を収容
している。図中のＢは、音声情報を示しており、ＤＴ、
ＳＤＴ、ＲＢＴ、ＢＴ、ＩＩＴ、ＳＬＴは、それぞれ、
発信音、第２発信音、呼出音、通話中着信表示音、無音
の固定音源を示している。ここで、ｄｃは、情報空き状
態を示している。
【００１９】各図上のＴＬ１個がハイウェイ上の１チャ
ネルに割り当てられている。従って、各加入者は、１フ
レームから、この１個のＴＬに収容された情報を送受す
ることになる。また、上りハイウェイは、Ｆｉｎ３～０
の４本、Ｆｏｕｔ７～０の８本及び下りハイウェイは、
Ｂｉｎ３～０の４本、Ｂｏｕｔ７～０の８本と記してあ
るが、あくまで１具体例であって、この値に限定される
ものではない。
【００２０】再度図１に戻って、制御部３は、制御情報
ＣＯＭに基づいて交換機全体の制御を行う部分であり、
内部にＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ  Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ
  Ｕｎｉｔ）３１と、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ  Ａｃｃｅ
ｓｓ  Ｍｅｍｏｒｙ）３２と、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ  Ｏｎ
ｌｙ  Ｍｅｍｏｒｙ）３３と、ＨＤ（Ｈａｒｄ  Ｄｉｓ
ｋ）３４と、ＩＦ（Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を備える。
【００２１】高速タイムスイッチコントローラ４は、従
来ソフトウェア主体で行っていた通話路切替をハードウ
ェア主体に変更して高速切替を可能にする部分である。

その内部に、ＣＰＵインタフェース４１（以後ＣＰＵＩ
Ｆと記す）と、上り回線タイムスイッチインタフェース
４２（以後ＦＴＳＷＩＦと記す）と、コントローラ４３
（以後ＣＴＬと記す）と、下り回線タイムスイッチイン
タフェース４４（以後ＢＴＳＷＩＦと記す）と、メモリ
インタフェース４５（以後ＭＥＭＩＦと記す）と、タイ
ムスイッチメモリ４６（以後ＭＥＭと記す）を備える。
【００２２】ＣＰＵＩＦ４１は、制御部３のバスと高速
タイムスイッチコントローラ４の内部バスとのインタフ
ェースを受け持つ部分である。ＦＴＳＷＩＦ４２は、上
り回線用タイムスイッチ１とＣＴＬ４３とのインタフェ
ース、及び高速タイムスイッチコントローラ４の内部バ
スとのインタフェースを受け持つ部分である。ＣＴＬ４
３は、ＦＴＳＷＩＦ４２、ＢＴＳＷＩＦ４４、ＭＥＭＩ
Ｆ４５、及び高速タイムスイッチコントローラ４の内部
バスとインタフェースを有して、高速タイムスイッチコ
ントローラ４の論理処理を行う部分である。
【００２３】ＢＴＳＷＩＦ４４は、下り回線用タイムス
イッチ２とＣＴＬ４３とのインタフェース、及び高速タ
イムスイッチコントローラ４の内部バスとのインタフェ
ースを受け持つ部分である。ＭＥＭＩＦ４５は、ＭＥＭ
４５、ＣＴＬ４３、及び高速タイムスイッチコントロー
ラ４の内部バスとのインタフェースを受け持ち、制御部
３及びＣＴＬ４３からＭＥＭ４５への競合制御を可能に
している部分である。
【００２４】ＭＥＭ４５は、３２ビットのＲＡＭであ
る。その内部は、Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３の３領域に分けられ
ている。これらの領域は、本発明による高速切替を可能
にする情報が格納されている部分である。以下に図を用
いて、Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３の構成について説明する。
【００２５】図３は、Ｍ１の構成図である。図よりＭ１
は、横軸３２ビット縦軸１０２４行のＲＡＭである。縦
軸を８行毎に区分して、それぞれＴＵ０からＴＵ１２７
まで１２８個の処理ユニットに分解する。この処理ユニ
ット毎に最下行をＳＢ０とし、順に最上行ＳＢ７までの
８個の追番を付す。このＳＢ０～ＳＢ７を選択ビットと
定義する。
【００２６】次にＴＵ０からＴＵ１２７まで１２８個の
処理ユニット毎に、横軸３２ビットを１ビット毎に縦に
区切る。結果として３２×１２７＝４０９６個の、縦に
８ビット並んだビット列をえる。この縦のビット列に、
図に示すようにＴＵ０右端をＵＳ０として、ＴＵ１２７
の左端、ＵＳ４０９５までの４０９６個に追番を付す。
【００２７】このＵＳ０～ＵＳ４０９５を加入者番号に
割り当てる。この加入者番号メモリに、８ビット２５６
種類の選択番号ＳＥ０～ＳＥ２５６が格納される。ここ
で選択番号ＳＥ０～ＳＥ２５６とは、この通話切替装置
において用いられている、発信音、第２発信音、呼出
音、通話中着信表示音、無音の固定音源等を特定するた
めの番号である。後に、再度その詳細を説明する。
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【００２８】図４は、Ｍ２の構成図である。Ｍ２は、全
ての加入者に割り当てられた上りハイウェイと下りハイ
ウェイのタイムスロットを表示するメモリである。図よ
りＭ２は、横軸３２ビット縦軸４０９６行のＲＡＭであ
る。横軸３２ビットを縦に１６ビット毎に２分する。
【００２９】縦軸の最上行から順に１行ずつ、上記Ｍ１
で説明したＵＳ０～ＵＳ４０９５までの加入者番号に割
り当てる。上記２分した左側を上りハイウェイに、右側
を下りハイウェイに割り当てる。左側１６ビットのメモ
リに、上りハイウェイＦｏｕｔ３～Ｏに相当する上り書
き込み制御メモリＳＣＭ１２上のアドレスデータを格納
する。同様に右側１６ビットのメモリに、下りハイウェ
イＢｏｕｔ０～７に相当する下り書き込み制御メモリＳ
ＣＭ２２上のアドレスデータを格納する。
【００３０】図５は、Ｍ３の構成図である。Ｍ３は、加
入者が呼接続制御シーケンスを実行中に、状態に応じて
適切な音源を接続するためのタイムスロットを格納して
いるメモリである。図よりＭ３は、横軸３２ビット縦軸
１０４８５７６行のＲＡＭである。横軸３２ビットを縦
に１６ビット毎に２分する。縦軸の最上行から順に２５
６行ずつ４０９６のブロックに分割する。このブロック
を上記Ｍ１で説明したＵＳ０～ＵＳ４０９５までの加入
者番号に１ブロックずつ割り当てる。また、各ブロック
毎に最上行から順に１行ずつ、上記選択番号ＳＥ０～Ｓ
Ｅ２５５を割り当てる。
【００３１】次にＭ１～Ｍ３各メモリの設定例について
説明する。但し以下に説明する設定例は、一例であって
この例に本発明が限定されるものではない。図６は、Ｍ
１の設定図である。図６は、図３に示す処理ユニットＴ
Ｕ０のみについて示している。縦軸にＳＢ０～ＳＢ７ま
での選択ビットを示し、横軸にはＵＳ０～ＵＳ３２まで
の加入者番号を示している。各加入者番号に割り当てら
れた縦８ビットには、それぞれＳＥ０から順に、選択音
源選択０（ＴＯＮＥ０）、選択音源選択１（ＴＯＮＥ
１）、通話選択（ＴＡＬＫ）、通話中着信音選択（ＩＩ
ＴＯＮ）、ハイウェイ上位下位選択（ＵＰ／ＬＰ）、の
信号がそれぞれ０または１の２進データとして格納され
る。通常、電話が使われていない時、選択ビットは全て
０になっている。ある加入者から発呼要求があった時
に、制御部３（図１）によって書き替えられる。
【００３２】この具体例では、ＳＢ５～ＳＢ７の選択ビ
ットは使用されていない。従ってＳＢ０～ＳＢ４まで５
ビットによって３２種類の信号の組み合わせを指定する
ことができる。この信号の組み合わせに、それぞれ選択
番号ＳＥ０～ＳＥ３１を割り当てる。ここで注意すべき
点は、選択ビットＳＢは８ビットあるので、８ビット全
部使用すれば、上記のとおりＳＥ０～ＳＥ２５５まで指
定できるが具体例では５ビットのみ使用しているという
ことである。
【００３３】上記のように、Ｍ１は、１回で横軸３２ビ

ット分のデータを一括して書き込むことができる構造を
している。従って、この構造のＭ１では、８回の書き込
みにより、３２の加入者全ての状態情報を一括して書き
替えることができる。また、Ｍ１では、加入者毎の状態
情報を格納する位置が固定されているので、該当する処
理ユニット（ＴＵ）の３２の加入者分のデータをまとめ
て読み出せば、特定の加入者の状態情報を機械的に取り
出すことが出来る。ＣＰＵは、呼が成立するたびに、Ｍ
１の内容を処理ユニット（ＴＵ）単位で書き替える。ま
た高速タイムスイッチコントローラ４（図１）は、カウ
ンタによって自動的にこのＭ１の読み出しアドレスを発
生させて、Ｍ１の内容全てを周期的に読み出す。これは
ＭＥＭインタフェース４５（図１）に設けられる。読み
出されたデータを処理ユニット単位分保持し、上記デー
タ構造を考慮して８ビットずつに分割すれば、加入者毎
の状態情報を取り出せる。これは、例えば、３２ビット
のシフトレジスタ８個を使用すれば簡単に実現する。こ
れは、ＣＴＬ４３（図１）に設けられる。これ以外の構
造のハードウェアも容易に設計できる。
【００３４】図７は、Ｍ２の設定図である。縦軸４０９
６行にＵＳ０～ＵＳ４０９５までの加入者番号を割り当
てている。横軸は、２分した左側を上りハイウェイに、
右側を下りハイウェイに割り当てる。左側１６ビットの
メモリに、上りハイウェイＦｏｕｔ３～Ｏのタイムスロ
ットＦｏｕｔ１のＴＳ０～Ｆｏｕｔ３のＴＳ５１１に相
当する上り書き込み制御メモリＳＣＭ１２上のアドレス
データを格納する。図１から明らかなように上りハイウ
ェイはＦｏｕｔ３～０の４本なので、全行数の半分２０
４８行のみ使用され残りは未使用となる。一方下りハイ
ウェイはＢｏｕｔ７～０まで８本なので右側は全行数使
用される。このアドレスデータは、ある加入者から発呼
要求される前に、前もって格納されている。
【００３５】Ｍ２を設けることにより、加入者番号をア
ドレスに入力すると、その加入者に割り当てられた上り
ハイウェイと下りハイウェイのタイムスロットを読み出
すことができる。高速タイムスイッチコントローラ４
（図１）は、カウンタによって自動的にＵＳ０～ＵＳ４
０９５の加入者番号を発生させて、周期的にＭ２の内容
全てを読み出す。このカウンタは、ＭＥＭインタフェー
ス４５に設けられる。Ｍ１の読み出しとＭ２の読み出し
とを同期させると、常に、ある加入者番号の状態情報
と、その加入者番号に割り当てられた上りハイウェイと
下りハイウェイのタイムスロットとが同時に取り出され
る。
【００３６】図８は、Ｍ３の設定図である。図８は、図
５に示す１ブロックＵＳ０のみについて示している。こ
の具体例では、上記Ｍ１で、ＳＢ０～ＳＢ４まで５ビッ
トによって３２種類の信号の組み合わせが指定されてい
る。従ってＳＥ０～ＳＥ３１までの３２行が使用され、
ＳＥ３２～ＳＥ２５５までは使用されていない。左側１

(5)                     特開２０００－７８６７４
7 8

10

20

30

40

50

10

20

30

40

50



６ビットは、ＳＢ４（図６）ＵＰ／ＬＷのみを特定す
る。ここでＵＰは、８本のハイウェイの上位４本を、Ｌ
Ｗは下位４本をそれぞれ示している。ＳＢ０～ＳＢ４ま
で５ビットの２進数の最上桁が０の時は、０００００～
０１１１１までであり、１０進数に変換すると０～１５
までに相当する。同様に２進数の最上桁が１の時は、１
００００～１１１１１までであり、１０進数に変換する
と１６～３２までに相当する。このＳＥ０～ＳＥ１５ま
での選択番号全てにＬＷを格納する。同様にＳＥ１６～
ＳＥ３２までの選択番号全てにＵＰを格納する。
【００３７】右側１６ビットは、ＳＢ４（図６）ＵＰ／
ＬＷを除いてＳＢ０～ＳＢ３までの４ビットで特定す
る。０００００から０１１１１までと１００００～１１
１１１、つまりＳＥ０～ＳＥ１５までとＳＥ１６～ＳＥ
３２までに２分割する。ＳＥ０～ＳＥ１５までの１６行
にそれぞれ順番に図右側の固定音源（ａ）を格納する。
同様にＳＥ１６～ＳＥ３２までの１６行にそれぞれ順番
に図右側の固定音源（ｂ）を格納する。ここで固定音源
は、ＳＥ０及びＳＥ１６は、発信音ＤＴを、ＳＥ１及び
ＳＥ１７は第２発信音ＳＴＤを、ＳＥ２及びＳＥ１８
は、呼出音ＲＢＴを、ＳＥ３及びＳＥ１９は、話中音Ｂ
Ｔを、ＳＥ４～ＳＢ７及びＳＥ２０～ＳＥ２３は通話音
ＴＡＬＫを、ＳＥ８及びＳＥ２４は、発信音ＤＴを、Ｓ
Ｅ９及びＳＥ２５は第２発信音ＳＴＤを、ＳＥ１０及び
ＳＥ２６は、呼出音ＲＢＴを、ＳＥ１１及びＳＥ２７
は、話中音ＢＴを、ＳＥ１２～ＳＥ１５及びＳＥ２８～
ＳＥ３１は通話中着信表示音ＩＩＴをそれぞれ表してい
る。以上のデータは、ある加入者から発呼要求される前
に、前もって格納されている。
【００３８】Ｍ３を設けることにより呼接続シーケンス
制御を開始した加入者の加入者番号と、収容されている
スイッチと加入者の状態情報をアドレスに入力すると、
上りハイウェイに接続すべき音源のタイムスロットと、
下りハイウェイに接続すべき音源のタイムスロットとが
読み出される。加入者の加入者番号はＭ２の読み出し制
御に使用したものと同一のものを使用する。収容されて
いるスイッチは、０または１で表示され、すでに制御部
から通知を受けたものをレジスタ等に保持しておく。加
入者の状態遷移は、Ｍ１から読み出されたものを入力す
る。従って、Ｍ３の読み出し制御も、高速タイムスイッ
チコントローラ（図１）によりハードウェアのみによっ
て実現される。この読み出しもＭ１、Ｍ２と同様に周期
的に行われる。
【００３９】Ｍ３から上りハイウェイに接続すべき音源
のタイムスロットが読み出されると、Ｍ２から読み出さ
れた加入者に割り当てられた上りタイムスロットに、そ
の音源のタイムスロットを接続するように制御すればよ
い。Ｍ３から下りハイウェイに接続すべき音源のタイム
スロットが読み出されると、Ｍ２から読み出された加入
者に割り当てられた下りタイムスロットに、その音源の

タイムスロットを接続するように制御すればよい。Ｍ２
の出力とこれに対応するＭ３の出力とが同時に接続する
ように制御すればよい。Ｍ２の出力とこれに対応するＭ
３の出力とが同時に制御部に送出されるように出力を保
持するレジスタを設けて、出力タイミングを制御すると
よい。このレジスタ等は、ＣＰＵインタフェース４１
（図１）に設けられる。以上で具体例１の構成の説明を
終了して次に再度図１に戻って具体例１の動作について
説明する。
【００４０】〈具体例１の動作〉今仮に、加入者番号Ｕ
Ｓ０の加入者が発呼要求したと仮定する。通常、電話が
使用されていない時、Ｍ１のＳＢ（図６）は全て０に設
定されている。加入者番号ＵＳ０から発呼要求がある
と、制御部３に制御情報ＣＯＭが送られてくる。この制
御情報ＣＯＭを受け入れた制御部３は、その加入者番号
ＵＳ０のＴＳがＦｉｎ０のＴＳ０に収容されていること
をＭ２（図７）から読み取る。この加入者番号は、Ｆｉ
ｎ０～３に属しているので、ＵＰ／ＬＷをＬＷにするた
めに、ＳＢ４（図６）を０に、設定する。この時のＵＳ
０の選択データは０００００となる。この値はＳＥ０
（図８）に相当する。
【００４１】ＣＴＬ４３は、ＦＴＳＷ４２とＳＣＭ１２
を介してＦｉｎ０～３を上り通話スイッチに接続し、Ｂ
ＴＳＷ４４とＳＣＭ２２を介してＢｕｏｔ０～３を下り
通話スイッチに、接続する。同時にＭ３の右側（図８）
のＳＥ０読み出す。その結果発信音ＤＴをＢｏｕｔ０の
ＴＳ０にのせて加入者番号ＵＳ０に送出する。加入者
は、この発信音ＤＴを確認した後、接続したい相手の電
話番号をプッシュボタン等によって通知する。制御部３
は、接続可能である、との、制御情報ＣＯＭを受け入れ
た時、呼出音ＲＢＴを送出するためにＳＢ１（図６）を
１に書き替える。
【００４２】この時、ＵＳ０の選択データは０００１０
となる。この値はＳＥ２（図８）に相当する。その結果
呼出音ＲＢＴをＢｏｕｔ０のＴＳ０にのせて加入者番号
ＵＳ０に送出する。この呼出音ＲＢＴを受け入れた加入
者は、現在呼出中であることを確認できる。同様にして
接続相手が通話中であれば、制御部３は、通話中であ
る、との、制御情報ＣＯＭを受け入れた時、話中音ＢＴ
を送出するためにＳＢ０（図６）、ＳＢ１（図６）の双
方を１に書き替える。この時、ＵＳ０の選択データは０
００１１となる。この値はＳＥ３（図８）に相当する。
その結果呼出音ＲＢＴをＢｏｕｔ０のＴＳ０にのせて加
入者番号ＵＳ０に送出する。この話中音ＢＴを受け入れ
た加入者は、現在通話中であることを確認できる。
【００４３】また、制御部３は、接続相手が通話可能に
なった、との、制御情報ＣＯＭを受け入れた時、ＳＢ２
（図８）を１に書き替える。この時、ＵＳ０の選択デー
タは００１００となる。この値はＳＥ４（図８）に相当
する。その時ＣＴＬ４３は、ＢＴＳＷ４２と下り書き込
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み制御メモリ２２を介してＢｉｎ０～３を下り通話スイ
ッチに接続する。その結果上り下りとも接続相手と接続
され通話可能になる。
【００４４】次に、加入者番号ＵＳ２０４８の加入者が
発呼要求したと仮定する。通常、電話が使用されていな
い時はＭ１のＳＢ（図６）は全て０に設定されている。
加入者番号ＵＳ２０４８から発呼要求があると、制御部
３に制御情報ＣＯＭが送られてくる。この制御情報ＣＯ
Ｍを受け入れた制御部３は、その加入者番号ＵＳ２０４
８のＴＳがＦｉｎ４のＴＳ０に収容されていることをＭ
２（図７）から読み取る。この加入者番号は、Ｆｉｎ４
～７に属しているので、ＵＰ／ＬＰをＵＰにするために
ＳＢ４（図６）を１に、設定する。この時のＵＳ０の選
択データは１００００となる。この値はＳＥ１６（図
８）に相当する。
【００４５】ＣＴＬ４３は、ＦＴＳＷ４２とＳＣＭ１２
を介してＦｉｎ４～７を上り通話スイッチに接続し、Ｂ
ＴＳＷ４４とＳＣＭ２２を介してＢｕｏｔ４～７を下り
通話スイッチに、接続する。同時にＭ３の右側（ｂ）
（図８）のＳＥ１６読み出す。その結果発信音ＤＴをＢ
ｏｕｔ４のＴＳ０にのせて加入者番号ＵＳ２０４８に送
出する。加入者は、この発信音ＤＴを確認した後、接続
したい相手の電話番号をプッシュボタン等によって通知
する。制御部３は、接続可能である、との、制御情報Ｃ
ＯＭを受け入れた時、呼出音ＲＢＴを送出するためにＳ
Ｂ１（図６）を１に書き替える。
【００４６】この時、ＵＳ２０４８の選択データは１０
０１０となる。この値はＳＥ１８（図８）に相当する。
その結果呼出音ＲＢＴをＢｏｕｔ４のＴＳ０にのせて加
入者番号ＵＳ２０４８に送出する。この呼出音ＲＢＴを
受け入れた加入者は、現在呼出中であることを確認でき
る。同様にして接続相手が通話中であれば、制御部３
は、通話中である、との、制御情報ＣＯＭを受け入れた
時、話中音ＢＴを送出するためにＳＢ０（図６）、ＳＢ
１（図６）の双方を１に書き替える。この時、ＵＳ２０
４８の選択データは１００１１となる。この値はＳＥ１
９（図８）に相当する。その結果呼出音ＲＢＴをＢｏｕ
ｔ４のＴＳ０にのせて加入者番号ＵＳ０２０４８に送出
する。この話中音ＢＴを受け入れた加入者は、現在通話
中であることを確認できる。
【００４７】また、制御部３は、接続相手が通話可能に
なった、との、制御情報ＣＯＭを受け入れた時、ＳＢ２
（図８）を１に書き替える。この時、ＵＳ２０４８の選
択データは１０１００となる。この値はＳＥ２０（図
８）に相当する。その時ＣＴＬ４３は、ＢＴＳＷ４２を
介してＢｉｎ０～３を下り通話スイッチに接続する。そ
の結果上り下りとも接続相手と接続され通話可能にな
る。以下同様の動作によって全ての加入者に対して呼接
続動作シーケンスに従って固定音源を送出することがで
きる。更に、ＳＢ４に１を間欠的に書き込むことによっ

て、ＴＡＬＫとＩＩＴが交互に選択されるため、通話中
に間欠的に通話中着信表示音ＩＩＴを挿入することも可
能になる。
【００４８】以上の動作は、メモリＭ２、Ｍ３に予め定
められている、必要なデータが格納されているため、発
呼が発生した時、メモリＭ１を書き替えるだけで、制御
メモリを書き替える必要がなく、呼接続動作シーケンス
は全て機械的に処理される。ここで留意すべきことは、
以上の動作の中で制御部３（１図）の役割は、Ｍ１を書
き替えることだけであり、他の動作は、全て高速タイム
スイッチコントローラ４が代行していることである。
【００４９】〈具体例１の効果〉以上説明したように、
高速タイムスイッチコントローラを備え、その内部にメ
モリＭ１、Ｍ２、Ｍ３を配置し、Ｍ２、Ｍ３に、通話切
替に必要な制御データを初期設定しておくことにより、
以下の効果が得られる。
【００５０】１．制御部３の役割は、Ｍ１の選択ビッ
ト、ＳＢ０～ＳＢ７を１処理ユニット分まとめて書き替
えるだけになる。呼接続動作シーケンスに必要な切替
は、全て高速タイムスイッチコントローラによって機械
的に処理される。従って通話切替に要する接続遅延時間
は、大幅に短縮される。その結果制御部３への高速化要
求が緩和される。
２．同一処理ユニットＴＵ内での複数加入者からの同時
発呼があった時、呼接続動作シーケンスの初期段階を、
同時進行させることも可能である。
【００５１】３．呼接続動作シーケンス進行時に、１ス
テップ毎のデータ書き替えは、Ｍ１の選択ビットＳＢを
１ビット書き替えるだけで他のビットを書き替える必要
がないため、高速書き替えが可能になる。
４．以上の結果、通話切替時に、加入者は、呼接続動作
シーケンスの進行状態を、最短続遅延時間で確認するこ
とができる。
【００５２】〈具体例２の構成〉具体例２は、本発明を
オフトーク通信システムに適用した一例である。具体例
２について説明する前にオフトーク通信システムの概要
について図を用いて説明する。図９は、オフトーク通信
システムのブロック図である。図より、オフトーク通信
システムは、アナログ電話機５１と、スピーカ５２と、
オフトークサービス端末５３と、加入者線インタフェー
ス５４と、オフトーク局内装置５５と、通話路切替装置
５６と、オフトーク情報提供装置５７を備える。
【００５３】アナログ電話機５１は、通常のアナログ電
話機である。スピーカ５２は、オフトーク情報を流すス
ピーカである。オフトークサービス端末５３は、回線が
空き状態の時、自動的にスピーカをオンにする端末であ
り、その内部にチャネル選択用のボタンが装備されてい
る。
【００５４】加入者線インタフェース５４は、回線内の
情報をアナログ／ディジタル変換すると共に、回線状態
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の情報変化の監視を行う、加入者線と交換局間のインタ
フェース部分である。オフトーク局内装置５５は、オフ
トーク情報提供装置５７と共に、オフトーク情報を通信
回線に流す装置である。通話路切替装置５６は、本発明
によるオフトーク情報を切り替える装置である。
【００５５】図１０はオフトーク通信システムのフレー
ム構成図である。（ａ）は、上りハイウェイのフレーム
構成であり、（ｂ）は、下りハイウェイのフレーム構成
である。各ハイウェイとも８ＫＨｚ繰り返しのフレーム
構成をとっている。１フレームは、５１２個のＴＬによ
って構成され、１個のＴＬには、８ビットの情報が収容
されている。つまり１フレームは、４０９６ビットの情
報を収容している。
【００５６】図中のＢは、音声情報を示しており、無音
ハイウェイＳＬｉｎ上のＳＬＴは無音を示している。オ
フトーク音声ハイウェイＯＦｉｎ上の、ＴＳ０～ＴＳ１
１までに収容されているＳ０～Ｓ１１は、それぞれオフ
トークチャネルＣＨ０～ＣＨ１１までの音声データであ
る。ＴＳ１２に収容されているＩＮＴは、通話中信号音
送出サービス音声である。ＴＳ１３に収容されているＳ
ＬＴは無音を示している。ＴＳ１４に収容されているＷ
Ｎはホワイトノイズである。また、ｄｃは、情報空き状
態を示している。
【００５７】各図上のＴＬ１個がハイウェイ上の１チャ
ネルに割り当てられている。従って、各加入者は、１フ
レームから、この１個のＴＬに収容された情報を送受す
ることになる。また、上りハイウェイは、Ｆｉｎ３～０
の４本、Ｆｏｕｔ３～０の４本、及び下りハイウェイ
は、Ｂｉｎ３～０の４本、Ｂｏｕｔ３～０の４本と記し
てあるが、あくまで１具体例であって、この値に限定さ
れるものではない。以上の構成に基づいて、アナログ電
話機５１（図９）が使用されていない時に、オフトーク
サービス端末５３（図３）が、自動的にスピーカをオン
にする。その時本発明による通話路切替装置５６（図
３）が動作して、オフトークチャネルＣＨ０～ＣＨ１１
の、いずれかの音声情報がスピーカに流される。
【００５８】以上で、オフトーク通信システムの概要説
明を終了して、本発明の第２の具体例である上記通話路
切替装置５６について説明する。具体例１と重複する部
分は割愛する。図１１は具体例２による通話路切替装置
のブロック図である。図より、具体例２による通話路切
替装置は、上り回線用タイムスイッチ６１と、下り回線
用タイムスイッチ６２と、制御部６３と、高速タイムス
イッチコントローラ６４を備える。上り回線用タイムス
イッチ６１は、上り通話メモリＳＰＭ８１と上り書き込
み制御メモリＳＣＭ８２を備える。
【００５９】上り通話メモリＳＰＭ８１は、上りハイウ
ェイ入力Ｆｉｎ３～０、及び無音ハイウェイＳＬｉｎを
介して加入者から受け入れた音声情報を上り書き込み制
御メモリＳＣＭ８１が指定するアドレスに一時的に格納

しておくメモリである。その記憶容量は、上り回線用タ
イムスイッチ６１を入出力するチャネルの総数分、即ち
タイムスロットＴＳの総数分確保されている。このタイ
ムスロットＴＳは、１加入者毎に１個ずつ割り当てられ
る。
【００６０】上り書き込み制御メモリＳＣＭ８２は、高
速タイムスイッチコントローラ６４の指示に基づいて、
音声情報を一時的に格納するアドレスを、上り通話メモ
リＳＰＭ８１に、指定するメモリである。この音声情報
は、図示していない読み出しカウンタによってアドレス
順に読み出されて上りハイウェイ出力Ｆｏｕｔ３～０を
介してネットワークに送出される。
【００６１】下り回線用タイムスイッチ６２は、下り通
話メモリＳＰＭ８４と下り書き込み制御メモリＳＣＭ８
３を備える。下り通話メモリＳＰＭ８４は、下りハイウ
ェイＢｉｎ３～０を介してネットワークから音声情報
と、オフトーク局内装置５５からオフトーク音声を受け
入れて、下り書き込み制御メモリＳＣＭ８３が指定する
アドレスに一時的に格納しておくメモリである。ここで
オフトーク音声とは、オフトーク通信において使われる
オフトークチャネルＣＨ０～ＣＨ１１の音声データ等を
さしている。
【００６２】上記メモリの記憶容量は、下り回線用タイ
ムスイッチ６２を入出力するチャネルの総数分確保され
ている。下り書き込み制御メモリＳＣＭ８３は、制御部
６３の指示に基づいて、音声情報を一時的に格納するア
ドレスを、下り通話メモリＳＰＭ８４に、指定するメモ
リである。この音声情報は、図示していない読み出しカ
ウンタによってアドレス順に読み出されて下りハイウェ
イ出力Ｂｏｕｔ７～０を介して加入者に送出される。
【００６３】制御部６３は、制御情報ＳＣＮＨＷに基づ
いて交換機全体の制御を行う部分であり、内部にＣＰＵ
９１と、ＲＡＭ９２と、ＲＯＭ９３と、ＨＤ９４と、監
視部９５を備える。具体例１との差異は、監視部９５が
ＩＦ３５に置き換えられたことのみである。監視部９５
は、制御情報ＳＣＮＨＷを監視し続ける部分である。
【００６４】高速タイムスイッチコントローラ６４は、
従来ソフトウェア主体で行っていた通話路切替をハード
ウェア主体に変更して高速切替可能にする部分である。
その内部に、ＣＰＵＩＦ７１と、回線タイムスイッチイ
ンタフェース７２（以後ＴＳＷＩＦと記す）と、ＣＴＬ
７３と、ＭＥＭＩＦ７４と、ＭＥＭ７５を備える。
【００６５】具体例１との差異は、具体例１では、ＦＴ
ＳＷＩＦ４２とＢＴＳＷＩＦ４３と２個備えられていた
タイムスイッチインタフェースが、ＴＳＷＩＦ７２と、
１個に置き換えられたことのみである。ＴＳＷＩＦ７２
は、上り回線用タイムスイッチ６１、及び下り回線用タ
イムスイッチ６２と、ＣＴＬ７３とのインタフェース、
及び高速タイムスイッチコントローラ６４の内部バスと
のインタフェースを受け持つ部分である。
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【００６６】ＭＥＭ７５は、３２ビットのＲＡＭであ
る。その内部は、Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３の３領域に分けられ
ている。これらの領域は、本発明による高速切替を可能
にする情報が格納されている部分である。この構成は具
体例１と全く同様である。このＭＥＭ７５の設定例につ
いて以下に説明する。但し以下に説明する設定例は、一
例であってこの例に本発明が限定されるものではない。
以後説明の都合上、ＭＥＭ７５のメモリＭ１、Ｍ２、Ｍ
３をそれぞれＭ１（２）、Ｍ２（２）、Ｍ３（２）と記
す。
【００６７】図１２は、Ｍ１（２）の設定図である。縦
軸にＳＢ０～ＳＢ７までの選択ビットを示し、横軸には
ＵＳ０～ＵＳ３２までの加入者番号を示している。各加
入者番号に割り当てられた縦８ビットには、それぞれＳ
Ｅ０から順に、チャネル選択０（ＣＳ０）、チャネル選
択１（ＣＳ１）、無音選択（ＳＬＴ）、通話中信号音選
択（ＩＮＴ）、オフトーク状態選択（ＯＦＴ）、の信号
がそれぞれ０または１の２ビットデータとして格納され
る。通常、通話中は、ＳＢ４が０になり、他の選択ビッ
トは通話直前の状態を維持している。
【００６８】図１３は、Ｍ２（２）の設定図である。縦
軸４０９６行にＵＳ０～ＵＳ４０９５までの加入者番号
を割り当てている。横軸は、２分した左側を上りハイウ
ェイに、右側を下りハイウェイに割り当てる。左側１６
ビットのメモリに、上りハイウェイＦｏｕｔ３～Ｏのタ
イムスロットＦｏｕｔ１のＴＳ０～Ｆｏｕｔ３のＴＳ５
１１に相当する上り書き込み制御メモリＳＣＭ１２上の
アドレスデータを格納する。図から明らかなように上り
下りともハイウェイは４本なので、全行数の半分２０４
８行のみ使用され残りは未使用となる。このアドレスデ
ータは、ある加入者からオフトーク通信サービスを要求
される前に、前もって格納されている。
【００６９】図１４は、Ｍ３（２）の設定図である。図
１４は、１ブロックＵＳ０、のみについて示している。
この具体例２では、上記Ｍ１（２）で、ＳＢ０～ＳＢ４
まで５ビットによって３２種類の信号の組み合わせが指
定されている。従ってＳＥ０～ＳＥ３１までの３２行が
使用され、ＳＥ３２～ＳＥ２５５までは使用されていな
い。
【００７０】左側１６ビットは、ＳＢ４が０の時、つま
り５ビットの２進数の最上桁が０の時は、０００００～
０１１１１までであり、１０進数に変換すると０～１５
まででありＳＥ０～ＳＥ１５が特定される。同様にＳＢ
４が１の時、つまり２進数の最上桁が１の時は、１００
００～１１１１１までであり、１０進数に変換すると１
６～３２まででありＳＥ１６～ＳＥ３１が特定される。
このＳＥ０～ＳＥ１５までの選択番号全てに上り直進Ｓ
ＲＴＦ（Ｓｔｒａｉｇｈｔ  Ｆｏｒｗａｒｄ）を格納す
る。同様にＳＥ１６～ＳＥ３２までの選択番号全てに無
音選択ＳＬＴを格納する。

【００７１】右側１６ビットには、複数種類のオフトー
ク契約内容を任意に設定することができる。ここでは一
例として４種類のオフトーク契約内容を設定する。即ち
Ａは、オフトーク＋通信中信号音送出サービス加入者、
Ｂは、オフトークサービスのみの加入者、Ｃは、サービ
ス停止中の加入者、Ｄは、非オフトーク、及び非通話中
信号音送出サービス加入者である。
【００７２】Ａ、オフトーク＋通信中信号音送出サービ
ス加入者の設定について説明する。左側１６ビットと同
様にしてＳＢ４が０の時、つまり５ビットの２進数の最
上桁が０の時は、ＳＥ０～ＳＥ１５までが特定される。
またＳＢ４が０で、かつ、ＳＢ３が０の時は、ＳＥ０～
ＳＥ７が特定される。更に、ＳＢ４が０で、かつ、ＳＢ
３が１の時は、ＳＥ８～ＳＥ１５が特定される。このＳ
Ｅ０～ＳＥ７に、下り直進ＳＲＴＢ（Ｓｔｒａｉｇｈｔ
  Ｂａｃｋｗａｒｄ）を格納し、ＳＥ８～ＳＥ１５に、
通話中信号音選択ＩＮＴを格納する。
【００７３】同様にして、ＳＢ４が１、ＳＢ３が１、Ｓ
Ｂ２が０の時は、ＳＥ１６～ＳＥ１９が、特定される。
ＳＢ４が１、ＳＢ３が１、ＳＢ２が０、ＳＢ１が０の時
は、ＳＥ２０～ＳＥ２３が特定される。ＳＢ４が１、Ｓ
Ｂ３が１、ＳＢ２が０、ＳＢ１が１の時は、ＳＥ２０～
ＳＥ２３が、特定される。ＳＢ４が１、ＳＢ３が１、Ｓ
Ｂ２が０、ＳＢ１が１の時は、ＳＥ２０～ＳＥ２３が、
特定される。ＳＢ４が１、ＳＢ３が１、ＳＢ２が１、Ｓ
Ｂ１が１、ＳＢ０が０の時は、ＳＥ２４～ＳＥ２７が、
特定される。ＳＢ４が１、ＳＢ３が１、ＳＢ２が１、Ｓ
Ｂ１が１、ＳＢ０が１の時は、ＳＥ２８～ＳＥ３１が、
特定される。
【００７４】上記ＳＥ１６～ＳＥ１９にＣＨ０～ＣＨ３
を、ＳＥ２０～ＳＥ２３に無音選択ＳＬＴを、ＳＥ２４
～ＳＥ２７にＣＨ０～ＣＨ３を、ＳＥ２８～ＳＥ３１に
無音選択ＳＬＴを、それぞれ格納する。ここでＣＨ０～
ＣＨ３は、オフトーク通信のチャネルであり、加入者が
オフトーク音声Ｓ０～Ｓ１１（図１０）の中から自由に
選択することができる。
【００７５】以下同様にして４種類の設定がなされる。
ＣにおけるＷＮは、ホワイトノイズを選択可能にしてい
る。以上４種類の設定は、あくまで一例であって本発明
がこの設定に限定されるものではない。以上のデータ
は、加入者との契約によって前もって、４種類のうちど
れかが格納されている。以上で具体例２の構成の説明を
終了したので、図１１に戻って具体例２の動作について
説明する。
【００７６】〈具体例２の動作〉今仮に、加入者番号Ｕ
Ｓ０の加入者が、オフトーク通信サービスの受信を開始
する場合についての動作を説明する。この加入者は、上
記Ａ、即ちオフトーク＋通信中信号音送出サービスに加
入していたと仮定する。
【００７７】通常、電話が使用されている状態、つまり
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通話中は、Ｍ１（２）のＳＢ４（図１２）は０に設定さ
れている。従って左側１６ビットは、上り直進ＳＲＴＦ
に、右側１６ビットは下り直進ＳＲＴＢ、または通話中
信号音選択ＩＮＴが選択されているため、通話回線が接
続されている。加入者が通話を終了すると、制御部３内
部の監視部９５に制御情報ＳＣＮＨＷが送られてくる。
この制御情報ＳＣＮＨＷによって、制御部３は、ＵＳ０
が通話終了したことを検出する。
【００７８】制御部３は、Ｍ１（２）のＳＢ４（図１
２）を１に書き替える。同時に、その加入者番号ＵＳ０
のＴＳがＦｉｎ０及びＦｏｕｔ０のＴＳ０に収容されて
いることをＭ２（２）（図１３）から読み取る。ＳＢ４
（図１２）を１に書き替えると、Ｍ３（２）（図１４）
のＳＥは、ＳＥ１６～ＳＥ３１のいずれかを特定するこ
とになる。従って、左側１６ビットの上りハイウェイ出
力は無音選択ＳＬＴになる。この時ＳＢ３～ＳＢ０は、
以前（通話前）の設定値が保持されているので、右側１
６ビット、下りハイウェイ入力には、以前の設定値によ
って特定されるチャネルのオフトーク通信音が流され
る。この切替はＣＴＬ７３によって上りハイウェイ出力
と下りハイウェイ入力が交互に行われる。もし仮に他の
チャネルを望む時は、ＳＢ３～ＳＢ０を書き替えること
によって自由にＣＨ０～ＣＨ３を選択することができ
る。
【００７９】〈具体例２の効果〉以上説明したように、
高速タイムスイッチコントローラを備え、その内部にメ
モリＭ１、Ｍ２、Ｍ３を配置し、Ｍ２、Ｍ３にオフトー
ク通信情報切替に必要な制御データを初期設定しておく
ことにより、以下の効果が得られる。即ち、Ｍ１の選択
ビット、ＳＢ０～ＳＢ７を１処理ユニット分まとめて書
き替えるだけで、オフトーク通信情報切替に必要なシー
ケンスは、全て機械的に処理される。従って、オフトー
ク通信情報切替に要する接続遅延時間を大幅に短縮でき
る。その結果制御部３への高速化要求が緩和される。
【図面の簡単な説明】
【図１】具体例１による通話路切替装置のブロック図で
ある。

【図２】各ハイウェイのフレーム構成図である。
【図３】Ｍ１の構成図である。
【図４】Ｍ２の構成図である。
【図５】Ｍ３の構成図である。
【図６】Ｍ１の設定図である。
【図７】Ｍ２の設定図である。
【図８】Ｍ３の設定図である。
【図９】オフトーク通信システムのブロック図である。
【図１０】オフトーク通信システムのフレーム構成図で
ある。
【図１１】具体例２による通話路切替装置のブロック図
である。
【図１２】Ｍ１（２）の設定図である。
【図１３】Ｍ２（２）の設定図である。
【図１４】Ｍ３（２）の設定図である。
【符号の説明】
１  上り回線用タイムスイッチ
２  下り回線用タイムスイッチ
３  制御部
４  高速タイムスイッチコントローラ
１１  上り通話メモリ（ＳＰＭ）
１２  上り書き込み制御メモリ（ＳＣＭ１）
２１  下り通話メモリ（ＳＰＭ）
２２  下り書き込み制御メモリ（ＳＣＭ１）
３１  ＣＰＵ
３２  ＲＡＭ
３３  ＲＯＭ
３４  ＨＤ
３５  ＩＦ
４１  ＣＰＵインタフェース（ＣＰＵＩＦ）
４２  上り回線タイムスイッチインタフェース（ＦＴＳ
ＷＩＦ）
４３  コントローラ（ＣＴＬ）
４４  下り回線タイムスイッチインタフェース（ＢＴＳ
ＷＩＦ）
４５  メモリインタフェース（ＭＥＭＩＦ）
４６  タイムスイッチメモリ（ＭＥＭ）

【図４】 【図６】
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【図１】 【図２】

【図３】

【図７】

【図１２】
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【図５】

【図８】

【図１０】

【図１３】
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【図９】

【図１１】 【図１４】
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